
Ⅰ．諸言

日本は現在，世界のどの国も経験したことのない
超高齢社会を迎えている。高齢化率の上昇傾向は今
後も進み，いわゆる「団塊世代」（1947～1949年に
生まれた人）が65歳以上となる2013年には，高齢者
人口は3，000万人を超え，高齢化率は26．8％と推計
されている。団塊の世代が天寿を全うしようとする
2030年代以降には，年間死亡者が170万人に及ぶ多
死時代が到来する1）。
高齢者は，身体的・精神的機能の衰退，社会的役
割の喪失，親しい人との別れなど，様々な喪失を体
験する。心身の機能の衰退は，趣味や仕事といった
社会活動への参加を困難にする。自分自身の衰退を
認めなければ，活動範囲が狭くなっていくことに追
い詰められていく可能性が高い。さらに高齢者は近
い将来に訪れる自分自身の死と向き合っていかなけ
ればならない。高齢者にとって死は，避けようのな
い間近に，せまっている。
高齢者が，自分自身の死に備え，未解決の問題に
決着をつけようとすることは，人生の終わりを迎え
る際の苦悩を和らげることにつながると考えられ

る。現代の高齢者の死生観について理解すること
は，人生の終末に向かいつつある高齢者に対する支
援を考える上において必要である。本研究は，これ
まで報告されてきた論文を概観し高齢者の死生観を
理解しようとするものである。さらにこの分野での
今後の課題を明らかにする。

Ⅱ．目的

本研究の目的は，高齢者の死生観に関する文献か
ら，研究の動向と日本人高齢者にとっての死の意味
と今後の研究課題を明らかにし，今後の高齢者支援
への示唆を得ることである。

Ⅲ．研究方法

1．分析対象論文

高齢者の死生観に関する論文について，2003～
2012年の10年間に日本国内で発表された原著論文を
対象とした。データベースは，医学中央雑誌 web
版，国立情報学研究所が提供する論文データベース
CiNii（国立情報学研究所論文情報ナビゲータ）を
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表1 年別研究数（抽出数全体）

用いた。検索式を「高齢者 and死生観」とした結果，
医学中央雑誌 web版では657件が該当し，CiNiiで
は，37件が該当した。その中から，原著論文のみを
採択した。さらに，日本人の文化的背景を勘案して，
日本国内で研究を実施した文献を対象とした。また
研究目的が高齢者の死生観と関連のない論文を除
き，最終的に23件の論文を対象とした。

2．分析方法

1）対象文献のリストを作成し，「テーマ」「掲載雑
誌名」「掲載年」「研究の種類」「研究対象者の条件」
「要旨」を項目としてあげた。
2）1）のリストのうち，掲載年ごとに集計を行っ
た。研究の種類は，質的研究，量的研究，混合研究
（質的研究と量的研究）に分類した。
3）1）のリストのうち，対象論文に記述されてい
る「研究対象者」「研究の目的」「研究方法」「明ら
かにされた結果」に焦点化して整理した。
4）分析のすべての過程において看護系大学の教員
にスーパーバイズを受けて，分析結果の信頼性の確
保に努めた。

3．倫理的配慮

倫理的配慮は，論文の著作権を侵害することがな
いように留意した。

Ⅳ．結果

1．文献対象数

年別の論文数を以下に示す（図1）。2003年42
件，2004年63件，2005年79件，2006年73件，2007年
80件，2008年65件，2009年58件，2010年52件，2011
年69件，2012年76件であった（表1）。その内，分
析対象となった文献は，2003年1件，2005年1
件，2006年2件，2007年1件，2008年6件，2009年
2件，2010年5件，2011年4件，2012年1件であっ
た（表2）。

図1 年別抽出論文数
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表2 年別分析対象論文数

表3 研究方法の種類

表4 研究分野別論文数

2．研究の種類

質的研究は11件，量的研究は11件，混合研究が1
件であった（表3）。

3．研究対象者

分析した論文で対象としていたのは，有配偶者，
身体疾患を抱えた高齢者，在宅で元気に暮らす高齢
者，入院中の高齢患者，通所リハビリテーションを
利用している在宅高齢者，老人大学の受講生，訪問
看護師と多岐にわたっていた。

4．研究分野

対象となった論文の研究分野は，心理学10件，医
療福祉が7件，看護学が5件，宗教学が1件であっ
た（表4）。

5．研究内容

文献検討に基づいて明らかにされた内容について
以下にまとめた（表5）。
ａ．死と生の捉え方
高齢者が，死の恐怖や現世からの回避を期待する
傾向は高くない2）という報告や，死の回避について
は，男性が女性よりも有意に高い3）との報告がある。
また，自分自身の死の受容は，女性が男性よりも高
い4）という結果がある一方で，女性高齢者は，死に
対して逃避的で男性高齢者よりも死を受容すること
が難しい5）と異なる結果を示している。また，石野5）

は子や孫との関わりに居場所が感じられたら，子や
孫の存在が死の受容を促す要因となると述べてい
る。要介護度別では，重症障害者ほど死の受容と無
関心が減少し，死に対する恐怖が増加していた4）。
高齢者は人とのつながりをもとに自分のあり方や
生きる意味を探している6）ことを示唆している研究
がある。また，自分の寿命を意識し死を身近に感じ
ており7），高齢者の多くは死について考えたことが
あるものの，まだ遠い未来と考える傾向がある6）と
の報告もある。また，死について考えるがそれを他
者に語ることはしない傾向8）を示すものもあった。
さらに，高齢者は，死後に肉親に会える等，死後の
世界を望んでいる14）という報告がある。死後の世界
が実際に存在するかどうかが問題なのではなく，死
後の生について話し合うことが重要であり，16）死を
主体的に考える体験につながることが示唆されてい
る。
ｂ．高齢者の望む死の迎え方
身体的疾患のある高齢者が死を意識した際，安定
した死生観を持つことで生きる意味を失いにくいこ
とが示唆されている9）。ライフストーリーの分析で
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入
院
中
の
高

齢
患
者

施
設
に
入
院
中
の
高
齢
患
者

が
，
ど
の
よ
う
な
終
末
期
を

迎
え
た
い
か
に
つ
い
て
調
査

施
設
に
入
院
中
の
高
齢
患
者
に
，「
ど
の
よ

う
な
終
末
期
を
迎
え
た
い
か
」
に
つ
い
て
の

質
問
紙
法
に
よ
る
調
査

終
末
期
医
療
に
つ
い
て
は
42
％
で
関
心
が
あ
り
，
20
名
は
医
師
か
ら
直
接
説
明
を
受
け
た
い
と
回
答

し
た
。
余
命
1
ヵ
月
程
度
の
場
合
，
延
命
処
置
は
40
名
（
80
％
）
が
「
止
め
る
べ
き
」，
「
続
け
ら
れ

る
べ
き
」
は
4
名
（
8
％
）
で
あ
り
，
持
続
的
植
物
状
態
の
患
者
の
延
命
処
置
は
47
名
（
94
％
）
が

「
止
め
る
べ
き
」
と
回
答
し
た
。
予
め
延
命
医
療
を
拒
否
す
る
こ
と
を
書
面
に
残
す
リ
ビ
ン
グ
・
ウ

ィ
ル
に
つ
い
て
は
，
考
え
方
に
は
賛
成
50
％
，
賛
成
す
る
が
書
面
に
残
す
必
要
は
な
い
20
％
，
賛
成

し
な
い
10
％
で
あ
っ
た
。

12
伊
藤
17
）

女
性
高
齢
者

タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
患
者
へ
の

援
助
を
検
討

タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に
あ
る
肺
癌
患
者
（
70
代
女

性
）
が
告
知
を
受
け
亡
く
な
る
ま
で
の
過
程

の
事
例
研
究

1
）
死
に
ゆ
く
人
の
心
理
に
は
肉
体
的
苦
痛
と
精
神
的
苦
痛
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
，
疼
痛

を
取
り
除
く
こ
と
は
肉
体
的
な
安
楽
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
安
寧
を
も
た
ら
す
。
2
）
患
者
が
死
を

受
容
す
る
に
は
，
治
療
に
対
す
る
満
足
感
と
人
生
へ
の
振
り
返
り
が
必
要
で
あ
る
。

13
川
島
10
）

女
性
高
齢
者

死
生
の
意
味
づ
け
と
宗
教
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討

浄
土
真
宗
の
門
徒
の
女
性
高
齢
者
の
ラ
イ
フ

ス
ト
ー
リ
ー
を
分
析

女
性
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
で
，
死
生
の
意
味
づ
け
と
宗
教
と
の
多
様
な

関
係
性
に
つ
い
て
，
家
の
宗
教
と
の
関
わ
り
を
通
じ
た
死
生
の
意
味
構
成
の
生
涯
発
達
プ
ロ
セ
ス
が

描
き
出
さ
れ
た
。

14
高
岡
ら
18
）
高
齢
者

高
齢
者
の
死
生
観
を
明
示

し
，
死
の
準
備
教
育
の
確
立

を
検
討

高
齢
者
の
死
生
観
に
関
す
る
原
著
論
文
39
件

を
分
析

高
齢
者
の
死
の
迎
え
方
に
関
す
る
希
望
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
，
死
を
考
え
る
こ
と
で
不
安
や

恐
怖
と
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
，
死
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
高
齢
者
に
も
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

15
石
井
20
）

老
人
大
学
の

受
講
生

準
備
学
習
へ
の
参
加
に
よ
り

高
齢
者
の
死
の
準
備
行
動
に

対
す
る
自
己
効
力
感
と
死
の

準
備
行
動
の
促
進
の
検
証

死
の
準
備
学
習
へ
の
参
加
に
よ
り
自
己
効
力

感
と
死
の
準
備
行
動
を
分
析

対
象
者
の
80
％
が
「
尊
厳
死
や
延
命
治
療
」「
病
名
告
知
」
な
ど
死
に
つ
い
て
の
話
を
し
，
日
常
生

活
の
中
に
死
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
か
な
り
多
い
現
状
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
，「
身

の
回
り
の
整
理
」や
「
や
り
残
し
た
事
柄
へ
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
は
実
践
率
が
低
い
こ
と
か
ら
，

認
識
と
行
動
と
の
間
に
距
離
が
あ
る
側
面
も
う
か
が
え
た
。

16
笠
原
4
）

通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ

ア
）
を
利
用

し
て
い
る
在

宅
高
齢
者

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）
を
利
用
し
て

い
る
在
宅
高
齢
者
の
「
死
生

観
」
の
調
査

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

を
利
用
し
て
い
る
在
宅
高
齢
者
の
「
死
生

観
」
を
問
診
表
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を

し
，
分
析

自
ら
の
死
に
つ
い
て
は
「
受
容
」
が
70
％
に
及
び
，
性
別
で
は
女
性
は
80
％
を
超
え
て
い
た
の
に
対

し
男
性
は
57
％
に
止
ま
り
，
恐
怖
（
22
％
）
や
タ
ブ
ー
視
（
14
％
）
が
よ
り
高
率
で
あ
っ
た
。
対
象

を
前
期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
と
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
間
で
比
較
す
る
と
「
恐
怖
」
は
前
者

の
25
％
か
ら
後
者
の
18
％
に
，
タ
ブ
ー
視
は
13
％
か
ら
4
％
に
減
少
し
，「
無
関
心
」
が
0
％
か
ら

14
％
に
増
加
し
て
い
た
。
要
介
護
度
別
で
は
重
症
障
害
者
ほ
ど
「
受
容
」
と
「
無
関
心
」
が
減
少
し
，

「
恐
怖
」
が
増
加
し
て
い
た
。
死
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
家
族
の
決
定
に
ま
か
せ
る
が
多
く
，

終
末
期
医
療
や
緩
和
ケ
ア
の
情
報
を
知
ら
な
い
人
は
少
な
く
，「
死
に
場
所
」の
希
望
は
自
宅
が
64
％

と
最
も
多
く
，
希
望
と
現
実
を
良
く
弁
え
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

日本人高齢者の死生観に関する研究の現状と課題
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N
O

文
献

研
究
対
象
者

の
条
件

研
究
の
目
的

研
究
方
法

明
ら
か
に
さ
れ
た
結
果

17
川
島
22
）

高
齢
者

高
齢
者
の
死
の
意
味
づ
け
と

宗
教
と
の
複
雑
な
関
係
性
に

つ
い
て
検
討

1
老
年
期
の
浄
土
真
宗
僧
侶
を
対
象
に
半
構

造
化
面
接
を
実
施

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
テ
ー
マ
と
意
味
を
質

的
に
分
析

死
の
意
味
づ
け
の
源
泉
と
し
て
は
，
浄
土
真
宗
と
の
教
育
的
関
わ
り
，
家
族
と
の
死
別
体
験
，
門
徒

や
友
人
と
の
関
わ
り
，
重
篤
な
病
や
事
故
の
経
験
，
自
己
の
死
の
意
味
づ
け
の
5
つ
が
同
定
さ
れ
，

そ
れ
ら
の
類
型
と
の
関
係
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

18
酒
井
19
）

75
歳
以
上
の

入
院
患
者

患
者
が
自
分
の
生
き
方
を
自

己
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な

支
援
の
あ
り
方
を
検
討

75
歳
以
上
の
入
院
患
者
に
，自
ら
の
生（
死
）

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
半
構
成
的
面

接
を
実
施
し
，
内
容
分
析

【
今
後
の
自
分
を
予
想
し
よ
う
と
し
な
い
】【
家
族
に
介
護
負
担
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が
優
先
】【
死

に
つ
い
て
語
れ
る
場
所
が
な
い
】【
病
院
の
医
療
へ
の
期
待
感
】
の
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ

れ
た
。

19
生
田
ら
11
）
75
才
以
上
の

高
齢
者

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
で

暮
ら
す
後
期
高
齢
者
の
「
お

迎
え
を
待
つ
」
と
い
う
表
現

の
意
味
を
探
索

面
接
を
実
施

逐
語
録
か
ら
死
を
示
す
言
葉
を
選
び
，
意
味

上
の
要
約
と
関
連
を
質
的
に
分
析

現
状
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
生
活
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
が
，
お
迎
え
の
待
ち
方
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

20
石
井
ら
13
）
老
人
大
学
の

受
講
生

高
齢
者
の
死
の
準
備
状
態
と

個
人
要
因
・
家
族
要
因
・
看

取
り
体
験
と
の
関
連
を
明
示

老
人
大
学
の
受
講
生
に
，
死
に
関
連
す
る
話

題
，
死
の
準
備
行
動
，
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
の

質
問
紙
調
査

SP
SS
で
量
的
に
分
析

自
分
の
死
に
対
し
て
は
自
宅
の
希
望
が
多
く
，
依
然
と
し
て
「
畳
の
上
で
」
と
言
わ
れ
る
死
に
対
す

る
意
識
が
強
い
こ
と
が
伺
え
た
。
死
に
つ
い
て
の
話
題
と
準
備
に
つ
い
て
は
，
自
分
の
死
が
避
け
ら

れ
な
い
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
話
を
し
，
希
望
す
る
亡
く
な
り
方
を
伝
え
る
な
ど
，
自
分
の
死
へ
の

対
処
率
が
19
97
年
を
境
に
急
増
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
死
の
準
備
行
動
が
急
激

に
進
ん
で
い
る
面
も
示
さ
れ
，
死
に
関
し
て
も
準
備
す
る
こ
と
で
適
応
し
て
い
く
学
習
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

21
道
廣
ら
24
）
18
～
89
歳

介
護
保
険
制
度
等
認
識
の
構

造
化

介
護
保
険
制
度
等
認
識
尺
度
に
よ
る
調
査
を

実
施

因
子
分
析
,共
分
散
構
造
分
析
に
よ
る
構
造
化

高
齢
者
は
，
介
護
保
険
制
度
の
知
識
が
高
く
，「
成
年
後
見
制
度
」
と
も
因
果
関
係
が
強
か
っ
た
。

世
代
間
の
違
い
を
考
慮
し
て
，
影
響
力
が
強
い
項
目
か
ら
ケ
ア
・
改
革
を
働
き
か
け
る
と
効
果
的
で

あ
る
。

22
石
野
5
）

65
歳
以
上
の

高
齢
者

引
き
継
が
れ
て
い
く
死
生
観

の
調
査

老
人
用
SC
T
の
一
部
を
用
い
て
，「
自
己
イ

メ
ー
ジ
」「
生
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
」「
価
値
観
」

に
つ
い
て
質
問
紙
調
査
を
実
施

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
分
類

①
男
性
老
人
は
死
を
冷
静
に
受
け
止
め
，
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
，
肯
定
的
な
姿

勢
を
示
す
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
②
女
性
老
人
は
死
に
対
し
て
逃
避
的
で
拒
否
的
な
態
度
を
示
す
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
，
女
性
老
人
は
男
性
老
人
よ
り
も
死
を
受
容
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
示

唆
さ
れ
た
。
ま
た
，
子
や
孫
は
死
の
受
容
の
関
連
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
子
や
孫
と
の
関
わ
り

に
，
い
わ
ゆ
る
居
場
所
が
感
じ
ら
れ
た
ら
，
子
や
孫
の
存
在
が
死
の
受
容
の
要
因
に
な
り
う
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
た
。

23
浅
見
15
）

訪
問
看
護
師

在
宅
に
お
け
る
終
末
期
高
齢

者
が
表
出
し
た
死
生
観
の
調

査

表
出
さ
れ
た
死
生
観
を
含
む
言
語
は
デ
ー
タ

と
し
て
コ
ー
ド
化

質
的
に
分
析
，
分
類

在
宅
で
の
終
末
期
療
養
は
，
日
常
生
活
の
延
長
上
に
あ
る
死
へ
の
過
程
（
生
の
過
程
）
で
あ
り
，
ほ

ぼ
高
齢
者
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
や
環
境
が
持
続
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
宗
教
的
伝
統
や
儀
礼

な
ど
を
身
近
に
意
識
し
な
が
ら
，
在
宅
療
養
者
は
，
自
然
な
死
へ
の
過
程
を
辿
っ
て
い
く
。
現
在
も

伝
統
的
な
宗
教
的
・
習
俗
的
な
死
生
観
が
高
齢
者
の
望
む
終
末
期
を
演
出
す
る
一
つ
の
装
置
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

中木里実，多田敏子
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は，死生の意味と宗教との多様な関連性が示されて
いる10）。また，現状をどのように意味づけて生活し
ていくのかということが死（お迎え）の待ち方に影
響を及ぼすことが報告されている11）。身体疾患のあ
る高齢者は，自宅での介護，在宅サービスを望んで
おり12），死に場所の希望は自宅が最も多い13）ことが
示されている。自分自身の終末期には，痛みの回避
や誰かに傍にいてほしい等の苦痛緩和を望み，眠る
ような自然死を希求している14）という報告もある。
在宅終末期高齢者は，伝統的な宗教的・習俗的な死
生観が自分の望む終末期を演出し，自然な死への過
程を辿っていく15）ことを示す研究もある。
ｃ．課題および今後必要と考えられる支援
ターミナル期にある高齢患者が死を受容するに
は，治療に対する満足感と人生への振り返りが必要
である17）とされている。自分自身の死について準備
することで終末期に適応していくことができる13）と
の研究結果もある。死に対する過度の不安や恐怖か
ら健康障害を起こさないような，死の準備教育が必
要であるが，高齢者に対する死の準備教育を体系的
に行っているという報告は見当たらなかった18）こと
も示されている。
高齢者が死を考えるときには，自身の死と人生課
題について他者と話をする中で考える必要がある16）

ことが指摘されている。現実には，どのような死を
迎えたいのか他者と語る場所がない6），自らの死に
ついて語れる場所がない19）との報告がある。
支援として，死を意識しつつも家族や社会の中で
「生きがい」を考えていけるようなサポート，およ
び高齢者が意思表示できるような場づくりの必要性
が示唆されている6）。看護職は，高齢者同士の話し
合いの際に導入のための方向づけを行い，話し合い
の内容については，見守る姿勢が必要である16）こと
や，訪問看護師等の研修に死生観教育を取り入れる
ことの意義15）が示唆されている。

Ⅴ．考察

1．研究の動向

抽出された文献数の動向を見ると，2004年から急

増し2007年まで多数を維持している。2008年から
2010年まで徐々に減少しているが，2011年以降再度
増加してきている。全体を通して，毎年文献数は50
件を超えている。この背景には，2003年には，介護
保険制度の見直しが行われサービスの利用者は大幅
に伸びたこともあり，自立して地域で暮らしている
高齢者が増えてきたこととも関連がある。高齢者自
身が，長い老後の中で，遠くない先にある死につい
て，考えようとする意向を捉えたものではないだろ
うか。
研究の種類では，質的研究と量的研究の数が各11
件と同数であった。これは，対象者の個別性に焦点
を当てると同様に，高齢者全般の心理的側面につい
ても理解を深めようとする傾向を示すものである。

2．高齢者の死生観

抽出された文献を検討したところ，高齢者は死が
間近に迫った時に心身の苦痛緩和を望んでおり，自
宅での自然な死を希望していることが示された。そ
の際に，居住している地域の宗教や習俗的な死生観
が重要な役割を果たすことが明らかになった。この
ような宗教や死生観が，地域で暮らす高齢者を支援
する際の重要な手がかりとなることが考えられる。
高齢者は，死の準備が必要であると認識してい
る18）が，身の回りの整理や，やり残した事柄への取
り組みについては実施率が低いことから，認識と行
動との間に距離がある20）と指摘されている。現状を
どのように意味づけて生活していくのかが自分自身
の死への対処に影響があることが示唆されており，
これまでの人生のみならず現在の生き方についても
自分自身で振り返っていくことが重要であると考え
られる。
高齢者の死生観については一致した見解は得られ
ていないが，寿命との関係から死を身近に感じ，こ
れまで生きてきた意味やあり方を模索していること
が示された。それを他者に語ることはしない傾向が
あるが，他者と語り話しながら，生と死について考
えられる場が必要であると考えられる。
高齢者は，死後の世界が存在することを望んでい
るが，その存在の有無よりも死後の自分の存在につ
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いて考えることが重要であることが示されている。
死後の生についても，他者と話し合いながら考える
機会や場が必要なのではないだろうか。

Ⅵ．今後の課題

本研究では過去10年間の文献を通して，高齢者が
考えている死生観について概観した。今回抽出した
研究の大部分は実態調査研究であった。文献によっ
ては相反する見解が示される等，高齢者の死生観に
ついてまだ一致した見解は得られていない。高齢者
の終末期への支援を充実させていくために，高齢者
の死生観について実態を把握しておく必要がある
が，一般化するためには，今後さらなる研究の蓄積
が必要である。
平均寿命が世界最高水準となっている現在，老年
期となってからの人生も長くなってきている。その
長い老後の先にある「自分自身の死」についてどの
ように準備していくかが，人生を統合するためには
大きな課題である。自分自身のやがて来る死を考え
るときには，死生観や人生課題について，自ら考え
ることが重要である。そのためには他者との語り合
いが必要であり，高齢者自身も生と死について語り
たいと思っているが語る場所がないという現実があ
った。生と死について語る場や機会づくりが今後の
課題である。また，高齢者支援を行う支援者も，自
分自身の死生観を明確にしておく必要がある。

＊1 徳島大学大学院保健科学教育部
＊2 四国大学看護学部看護学科
＊3 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究
部看護学講座
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抄 録

高齢者は近い将来に訪れる自分自身の死と向き合っていかなければならない。高齢者が，自分自
身の死に備え，未解決の問題に決着をつけようとすることは，人生の終わりを迎える際の苦悩を和
らげることにつながると考えられる。本研究の目的は，これまで報告されてきた論文を概観し高齢
者の死生観を理解し，さらにこの分野での今後の課題を明らかにすることである。医学中央雑誌 web
版，CiNiiを用いて，検索式を「高齢者」and「死生観」とし，過去10年間の原著論文のみを採択し
た。文献検討の結果，死と生の捉え方，死への対処，望ましい死の迎え方，死後の世界，今後必要
と考えられる支援について理解できた。自分自身のやがて来る死を考えるときには，他者と話す機
会をもち，自らの死と人生について考えることが重要である。しかし，高齢者は自身の生と死につ
いて語りたいと思っているが語る場所がないという現実があった。生と死について語る場と機会づ
くりが今後の課題である。
キーワード：日本人高齢者，死生観，終末期の支援
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